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ビジュアル化学習指導案作成に見られる教師の意識
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子どもの学びと育ちを教員間で共有する一つの道具と して、 指導案のフオーマツ トに関する研究を取り上げた。 低学年
期におけるフィ ールド活動を重視した指導案形式(ラーニングスケッチ) に着目し, 第 5 ・6 学年の理科単元において, 
ラーニングスケッチを応用したビジュアル化指導案を作成し, その体験過程や指導案に対する教師の意識調査を行った。 
その結果, 教師は, 絵や図や写真, 吹き出しや人のイラスト を使った指導案を作成したことが, 使用する言葉を洗練し, 
授業の具体的なイ メ ージをもつことに役立ったと感じていた。 また, 作成上 , 児童の様子を思い浮かべ, 授業をより具体
的に把握しよう と していく ので, 授業を進めていく拠り所にできたと振り返っている。 作成以前に抱いていた教師の学習
指導案に対する考えにも変容が見られた。 
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1 . 研究の背景と目的
新しい時代にふさわしい次期学習指導要領に向けた具
体的改善事項と して, 「理科においては, 課題の把握 ・ 
探究 ・ 解決という探究の過程を通じた学習活動を行いそ
れぞれの過程において, 資質 ・ 能力が育成されるよう指
導の改善を図るこ とが必要である」 と示されている (文
部科学省, 2016)。
また, 「学び続ける教員を支えるキャリ アシステムの
構築 (文部科学省, 2015)」 においては, 次のように記
されている。
教員が日々の業務で様々な対応に追われる中にお
いても自己研強に取り組み, 学び続けるモチベーショ
ンを維持しつつスキルアップを図るこ とができるよ
う教員の主体的な学びを適正に評価し, その 「学び」
によって得られた能力や専門性といった成果を見え
る形で実感できるよう な取組やそのための制度構築
を進めていく ことが急務である。 
このよう に, 常に指導の改善を求めて, 具体的な研鑽
が求められているといえる。 これまでにも, 教員同士に
よる授業研究は活発に行われてきたが, 子どもの学びと
育ちを教員間で共有する一つの道具と して, 子どもの様
子を反映させる指導案のフオーマツトに関する研究は, 
管見の限り見られない。 わずかに, 低学年期においてフィー
ルド活動を重視し, ビジュアル化した指導案形式 ( ラー
ニングスケ ッチ) を構想し, 実践 ・ 検討を行っている程
度である言主o
近年 , 若手教員が増え, ICT (情報通信技術 ; 以下
ICT) 活用の環境も整う なかでは, 探究の過程を重視し
た理科の授業研究にも, ラーニングスケ ッチを応用した
ビジュアル化指導案が有効であると推察される。 その理
由と して, 観察 ・ 実験を行う際, その作業環境や子ども
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の思考が重要な要素になってく るからであり, その可視
化は, 当事者である教師はもちろんのこと, 教師間にも
共通する指導力の向上に繁がりやすいと考えるからであ
る。
そこで, 観察 ・ 実験などの活動が中核となる理科にお
いて, ビジュアル化指導案を作成し, その体験過程や
指導案に対して, 教師の意識を調査することと した 0 
2 . 方法
1 ) 単元・ 時間数
大阪市立小学校第 5 ・6 学年において, 担任教師 4 人
がビジュアル化指導案を作成し, 授業を行う (扱う単元
は下記の 4 単元)。
第 5 学年 「振り子の運動 ( 9 時間)」
「人の誕生 ( 9 時間)」
第 6学年 「月と太陽(11時間)」
「てこの規則性 (13時間) 」
2 ) 指導案
試みたビジュアル化指導案の特徴は, 以下の通りであ
る。
① 指導計画 ・ 本時の展開
・ 教師の発問や指示と子どもの意見や考えを吹き出しで
表す。
・ 子どもが活動する様子を一人, 二人, または複数のイ
ラストで表す。
・ 教師の発問や指示と子どもの意見や考えのやり とりが
ある時は, 左右で対応するよう に表記する。
・ 実験器具の写真や予想される子どものノ ート記述など
を適宜使用する。
② 本時の主張点
本時の目標は, その時間に身につけたい子どもの姿で
あり, 本時の主張点は, 指導者の手立てにより授業をど
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う に構成したかを表現する。 授業を参観する視点に
り, 授業検討会の討議の中心にする内容でもある。 
板書計画
実際に板書したものを撮影して掲載したり, 黒板の写
真の上に掲示物や発表ボードを貼り付け板書したり して
表現する。
④ 学習環境案
学習する教室内の机やいすの配置, 机上の準備物, 配
布物, 壁面掲示物等に関するレイアウト を表す (普通教
室, 理科室)。 授業の途中で変更する場合には, 時系列
に沿って複数で表すこととする。 
なお, 第 6学年
指導計画を資料1 , 
「てこの規則性」を例に, 
本時の主張点を資料2 , 
作成された
板書計画を
資料 3 , 学習環境案は資料 4 として巻末に表す。
3 ) 質問紙調査と聞き取り調査
質問紙による調査では, 研究対象と した指導案の構成
要素 「指導計画 ・ 本時の展開」 「本時の主張点」 「学習環
境案」 の効果について, 4 件法でデー
の正負の傾向をとらえる作業と
に関しては, 同じく 構成要素の
釈から内実をとらえる。 
また, 上記の検言 に加え, 
を参考に, 
を設定し, 
ナラテ
指導案
イブアプロ
した。 
夕集積を行い, そ
自由記述欄の内容
3項日に分類し、
藤原 (2012) 
ーチと しての
に対する教師の意識を明
その解
などの考え方
聞き取り調査
らかにした。 
形式としては, 半構造化イ ンタ ビューを手がけ (川島, 
2013) , 質問者と会話に近い形式で個別に行いつつ, デー
タを集積した。 より詳細な意見を求めたり, 追加の質問
を行ったり しながら1 人約30分進められた。 調査後の逐
語記録の各部分から重要と思われる概念 ・ カテゴリーを
生成し, 教師の意識を明らかにした。 
4 ) 実施時期
2016年11 月に指導案作成し, 
行った。 聞き取り調査は, 
3 . 結果と考察
1 ) 質問紙調査
質間紙調査からは, 
実践直後に質問紙調査を
その後2017年 6 月に実施し
以下の結果が得られた
た
(表1 ) c 
c 
「指導計画 ・ 本時の展開」 についての 「①教師の発問
を吹き出しにしたこ とは、 わかりやすく なっている」, 
「②子どもの意見や考えを吹き出しにしたこ とは、 わか
りやすく なっている」, 「③教師の発問と子どもの意見や
考えを対応させたことは、 わかりやすく なっている」, 
「④写真や図などを入れたこ とは、 子どもの活動を予測
するうえでわかりやすく なっている」, 「本時の主張点」
の 「⑩授業を構成するのに役立つ」, 「学習環境案」
「⑩1 時間の授業を計画するのに役立つ」, 
察の活動を考えるのに役立つ」, 「0 実験 ・ 
を考えるのに役立つ」 に対しては, 「とて
「そう思う」 に全員が回答し, 
とがわかった。 
肯定的にと
「⑩実験 ・ 
を考えていく ことに興味をもった」, 
??
観察の準備物
もそう思う」
らえているこ
また, 「⑧指導案の形式に興味をもった」, 「⑩主張点
「⑳学習環境案を考
えてい
ても
とら
境案
う」
たこ
要す
???
く こと
う思う
ている
に興味をもった」」
 
o
 
とか
方 , 
る」
に対しても同様に, 「と
「そう思う」 に全員が回答し, 肯定的に
さらに, 
「⑨@の他教科 ・ 
「とてもそう思う
指導案 ・ 本時の主張点 ・ 学習環
他単元でも作成してみたいと思
」 「そう思う」 に全貝が回答し
ら, 意欲の表れと推察されるc 
「指導計画 ・ 本時の展開」 の
「⑥作成が難しい」 「⑦パソコ
なる」 に対しては, 「とてもそう思う」
「⑤作成に時間を
ンの入力が煩雑に
「そう思う」 に全
貝が回答し, 困難を伴ったこ とが表れている。 「作成」
が内容を考えるこ とに因るのか,あるいはパソ コ ン入力
に因るかは, 明らかではない。
「学習環境案」 の 「⑩作成に時間を要し、困難を伴う」
「⑩パソコ ンの入力が煩雑になり、 工夫の余地がある」
に対しては, 3 人が 「とてもそう思う」 「そう思う」 と
回答し, 
いては, 
困難さが伺えた。 「そう思わない」 の回答につ
パソ コ ンに精通の度合いの所以だと思われる。
表 1 質問紙調査結果
観 点 項 目
??
指
導
計
画
・ 
本
時
の
展
開
??????
① 教師の発問を吹き出しにしたことは、
3わかりやすく なっている 4 4 4 
② 子どもの意見や考えを吹き出しにし
3たことは、 わかりやすく なっている
③ 教師の発間と子どもの意見や考えを
対応させたことは、 わかりやすく なっ
ている
4 
3 
3 
4 
3 
4 
4 
④ 写真や図などを入れたことは、 子ど
もの活動を予測するうえでわかりやす
く なっている
4 3 3 4 
⑤ 作成に時間を要する
⑥ 作成が難しい
4 4 3 4 
3 3 3 3 
⑦ パソコンの入力が煩雑になる 4 3 3 4 
⑧ 指導案の形式に興味をもった 3 
⑨ 他教科 ・ 他単元でも作成してみたい3と思う
⑩ 授業を構成するのに役立つ
3
3
 
4
4
 
4
4
 
4 4 3 4 
(0 作成に時間を要する
@ 作成が難しい
3 3 2 3 
2 3 2 3 
⑩ 主張点を考えていく ことに興味をもつ4た 3 3 4 
⑭ 他教科 ・ 他単元でも作成してみたい4 3 4 4と思つ
?
安フi、、::: 
⑮ 1 時間の授業を計画するのに役立つ 4 3 3 4 
⑩ 実験・ 観察の活動を考えるのに役立
つ
0 実験 ・ 観察の準備物を考えるのに役
立つ
4 
4 
3 
3 
3 
3 
4 
4 
⑱ 作成に時間を要し、 困難を伴う 3 3 2 3 
⑲ パソコンの入力が煩雑になり、 工夫
3の余地がある 3 2 4 
⑳ 学習環境案を考えていく ことに興味3をもった 3 3 4 
の 他教科 ・ 他単元でも作成してみたい3と思う 3 4 4 
ただし4 : とてもそう思う
てもそう思わない
3 : そう思う 2 : そう思わない 1 : と
「指導計画 ・ 本時の展開」と 「学習環境案」のハ°ソ コ
ン入力は, 今後, 工夫が必要であるととらえられる。
「本時の主張点」 の 「0 作成に時間を要する」 「⑩作
成が難しい」 に対しては, 「そう思う」 「そう思わない」
に意見が分かれた。 項日自体の難しさという より, 前後
の授業の連続性が明確か否かによる内容面での困難さと
推察されるが, 明白な理由は明らかでない。
質問紙調査の自由記述欄 (表 2 ) の 「指導計画 ・ 本時
の展開」 からは, 教師の発問と子どもの活動や発言を対
応させていく ことには, 困難を伴ったが, 作成に対して
慣れるに従い, 工夫されていつたことが伺える(*1 ; 以
下, 表 2 内の下線が入った記述箇所の番号に対応)。
教師の発問と子どもの活動や発言を考え対応させてい
く ことを繰り返すことで, 授業のイ メージができていつ
たり, 頭の中が整理されていつたり学習の組み立てに役
立つたり したという意見があった (*2,*4,*6)。 
SNS ( ソ ーシャル ・ ネ ッ ト ワーキ ング ・ サー ビス
下 SNS) のコ ミ ュニケーショ ンア プリ のよう で, 
; 以
書き
やすかったことや, 親しみを示す表現も見られた (*3)。 
しかし, パソコ ン入力において, レイ アウトする時に
段が変わってしまったり, 図形挿入することによる微妙
なスペース調整の作業が大変だったり したことが困難点
として挙げられる(*5, *7)。 
観点
?
・ 
?
ビジュアル化学習指導案作成に見られる教師の意識
・ 
・ 
表2 質問紙調査自由記述
内 容
子どもがこんな風に考えるだろうなあと姿を思
い浮かべながら学習を組み立てていく ようにし
た。 それが楽しかった。
最初は SNSなどをしないので慣れなく て面倒と
感じたが指導安を書いていく う ちに反対に書き
やすいと感じていた* ,。 
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教師
A 
A 
・ 子どもらの発言とそれに対しての指導者の指示
や発問を細かく丁寧に(今までより重く) 考え
ていた。 他の人が見ても授業の流れがイメ ージ
しやすいと思う し* 2 , 自分もこの書き方にすつ
・ 
・ 
かり はまってしまった* 3。 よかった !
発問や子どもの一つ一つを具体的に指導案作成
の段階で行うことは容易ではない。 
指導案作成段階では, 構想や学習計画の作成が
メイ ンになると (個人的に) 考えているので, 
発問や子どもの発言の予想を詳しく 考えるのは
しんどい面もありま したが
り直しをする中で
何度も指導案の練
授業のイ メ ジがしやすく
なりま したn 自身の収穫です* 4。
・ 写真と一緒に吹き出しを作成するとより見やす
く なった。 
・ 
・ 
吹き出しは図形挿入からやるので微妙なスベー
ス調整が難しい* 5。 作っている立場からする
と子どもの発する声を形にしやすい。
子どもが予想される反応 ・ 教師の発問を明記す
・ 
ることは頭の中が整理され役立った* 6。
パソコン上でレイアウトや段かえが難しかった
B
 
Dn:
 
C
 
C
 
D
 
D
 「本時の主張点」
主張点とは何かを, 
については, 本時の授業にと って, 
教師が何度も自問し, 授業づく りに
活かしていつたと推察される ( *8)。 また, 用語の使用
や文章表記に苦労した様子が伺える (*9, *11)。 授業で
は, 主張点を考える良さ (*10) やその主張点に沿って
授業を進めていく
ている。
「学習環境案」
ことができたこと
については, 
(*12) にも言及し
本時前後の学習やつなが
りが具体的に可視化されるため, 授業を進めるこ とはも
とより, 共通理解にも効果があったことが記されている
(*13)。 反面, ぎりぎりまで変更が発生すること (*14) 
や限られたスペースに収めることの困難さから, タブレッ
ト端末活用の授業公開についての提案が見られた
2 ) 聞き取り調査
(*15)。 
「指導計画 ・ 本時の展開」 「本時の主張点」 「学習環境
案」 について, 個々の効果 ・ 有効性や使用時の困難さな
どの質問紙調査を受け取った後に, 聞き取り調査を行っ
た。 
の4 
①
?
 
?
 
?
イ ンタ ビューに先立ち, 
点と した。 
指導案に対して, 
イ ンタ ビュー ・ ガイ ドを次
今まで抱いていたイ
よう なもので, 以前と指導案に対する
化があったか。 
メ ージはどの
とらえ方に変
ビジュアル化指導案のよさや価値 ・ 重要性はどのよ
う なことか。
ビジュアル化指導案に対する評価はどのよう なこ と
か。
指導案作成や授業を振り返っての感想と今後の授業
にどう生かしていく か。 
・ 
・ 
* 7。 複線型の授業の指導計画の表現を工夫 し
た。
用語の使い方や書きぶりが難しかった。 
この授業を何を柱と して考えたのかを自分自身
で何度も確認した。 主張を言えないということ
A
 
A
 
は , 目分目身がまだ投業をわかり きってい なし
のだと思った* 8。 ??????
・ どのよ うな方法によってこのよ うになるという
書き方を工夫した* g。 
・ その授業で何を通して何が得られるか考えるこ
?
・ 
・ 
・ 
と ができ る よ さがある* ,。 。
指導計画の見通しが立てやすい。
文言を考えるのが慣れておらず苦労した* , ,。 
本時の主張点を明記することで, ポイ ントが焦
点化され 授業者と してもねらし
組むことができた* , 2。 
、,_ 沿って取り
・ 
・ 
・ 
方策と子どもの姿で語る文章が難しかったが, 
これをみんなで検討するとよいと思う。 
毎時間の学 や学 のつながりが可視化され
落ち着いて授業を行うことができた。 違う学級
でプレ授業を行う時等 だれが見てもイメ ージ
しやすく 効果的だった* , 3。 
ぎりぎりまで変更が発生することが因難点* , 4。 
・ 
・ 
学習環境案を作成する必要性を感じられない時
は作成しなく てもよいと思った。
見取り図を写真に撮って貝占るのもよいと思った。 
パワーポイ ン トでスライ ドシ ョーのよ うにする
のも面白いと思った (参観者がタブレツ
で) * 1 5 0 
ト必携
B
 
B
 
C
 
D
r
)
 
D
 
A
 
A
 
B
 
D
 
聞き取り調査記録を意味内容の理解できる範囲で文章
を区切り, 概念を付し, 
カテゴリ ーを生成する
教師ごとに概念 (数) 
教師A : 「成長(9)」
各概念の類似性を検討 ・ 整理し
(表3 )。
の多い順を示すと, 
「意義 (7) 」「振り返り(6)」
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「効果(6)」 「特徴(3)」 「評価(2)」
「今までの意識(2)」 「意欲(2)」
師B : 「効果(6)」 「振り返り (5)」 「評価(4)」
「意義(2)」 「今までの意識(2)」 「特徴(1)」
「意欲(1)」 「成長(1)」
教師c : 「特徴(7)」 「今までの意識(2)」 「意義(2)」
「工夫(2)」 「効果(2)」 「意欲(1)」 「成長(1)」
教師D : 「工夫(10)」 「特徴(9)」 「意義(5)」
「評価(4)」 「今までの意識(1)」 「意欲(1)」
となった。 個々人により, 感想の多かったカテゴリ ーは
様々であり, 概念の内容も多岐にわたり, 顕著な傾向は
得られなかった。 そのなかで, 比較的 「意義」 について
の概念数は多く, 指導案の価値や重要性をとらえていた。 
「指導案に対するこれまでの意識」 は, カテゴリーの
「今までの意識」 に表れている。 文字量の多さから堅い
イ メ ージがあったり (教師 c : 以下 c ) 、 子どもの立場
に立った学習環境でなかったり (B) , 具体性の欠如を
指摘したり (B) している。 指導案と実践のずれを感じ
ていたり (A) , 必要と感じつつもできなかった(D) と
の反省があったり も した。 ビジュアル化指導案との出合
いから, これまでの自身の取り組みを見直した言葉が並
んだと言える。
「 ビジュアル化指導案について教師がどのよう にと ら
えているか」 は, カテゴリーの 「特徴」 から読みとるこ
とができ る。 まずは, 視覚的な見やすさである。 sNs 
のコ ミ ュニケーシ ョ ンアプリのよう な見やすさや親しみ
やすさが挙げられた ( A, c )。 発問と子どもの反応を対
応させていく こと (A, c ) や板書計画 ・ 学習環境案を
具体的に文字や図に表すことを要求されるので, 授業の
イ メ ージを深く 追求することができたよさ(B, D) を
見出している。 しかし, ICT活用によるマイナス面と し
ての 「時間がかかる問題」 がある (C)。 それでも, 作
成時間の慣れによる克服 (A, D) や抵抗感が減少した
こと (D) も同時に語っていた。
続いて, 「価値 ・ 重要性」 については, カテゴリ ーの
「意義」 から見ていく。 導入時の疑間や意味づけの理解
をと らえている (A)。 取り組みが進み, 吹き出しの内
容を精選したり口今味したりすることで, その重要性を認
識したことが語られた(A, D)。 学習環境案についても
重要性や分かりやすさの要素に言及している (A, B, 
c , D)。 子どもへの好影響をとらえ(A, B) , 授業者に
と っての指導案になっていったとの感想があった (D)。
進めていく なかでの 「工夫」 に対する意見があった。 
困難だったこ とを, 何とか時間短縮や煩雑さの解消に素
げよう とする意見である (D)。 枠の活用やペーパーレ
スの提案, 参観者のタブレット端末の活用の展望が挙げ
られた (C, D)。
「ビジュアル化指導案に対する評価」 については, カ
テゴリーの 「効果」 「評価」 から見ていく。 ビジュアル
にすることは, 言い換えれば, 具体的記述であり, アイ
デアを想起させ, 授業イ メ ージを醸成させていく こ とで
あるととらえている ( A, B)。 授業構成に対する意識の
変化について (A) や 1 時間の学習の軌跡と しての板書
に手応えを担んだという意見があった (B)。 具体的記
述は, 授業の省察時の確実性でもあること(A) や指導
案が実践的指導案へと変化したとも語っていた (B)。 
単元全時間分を書く ことの重要性(D) と, また, 継続
の必要性 (A) と取組の広がりへの期待 (D) を語って
いた。
「指導案作成や授業を振り返っての感想と今後の授業
にどう生かしていく か」 については, カテゴリーの 「意
欲」 「振り返り」 「成長」 に見られる。
導入時の躊路から白身の今を振り返る言葉が聞かれた
(A, B)。 言葉や図 ・ 本時の主張を何回も練り直したこ
と ( A) , 文字で表す書きやすさのと らえに変化があっ
たこと (A) , 授業構成に対する意識の変化 (A) , また, 
今までの授業の省察も聞かれた (A)。 学習環境に対す
る気付きや思考の場と しての指導案ととらえたという意
見があった (A, B)。 できたことへの自信も語っていた
(B)。 また他教科にも挑戦してみたいとの意欲が聞かれ
た (A, C, D)。
さらに, 自身を振り返り, 成長の自覚をみることがで
きる。 そこには, 洗練したこ とによる学びや子どもへの
提示の重要性を認識したこと (A, c ) , 学習環境の重要
性を把握したこと (A) , 授業に対する意識の変化 (A) , 
指導案作りに確信を得たこと (B) , 教材研究の自身の
変化 (A) が挙げられる。 達成感からの自信や実践後の
手応えを感じ (A) , 実践前後の指導案を読み取る力の
変化を語っていた (A, c )。 効果的な実践へと素げたい
(A) との話であった。 
4 . まとめと今後の課題
前節の結果 ・ 考察から、 ビジュアル化指導案を作成 ・ 
使用することで, 理科指導案に対する教師の意識の変容
をみることができた。
絵や図や写真, 吹き出しや人のイラスト を使った指導
案を作成したことが, 使用する言葉を洗練し, 授業の具
体的なイ メ ージを持つこ とに役立ったと感じていた。 ま
た, 作成上, 児童の様子を思い浮かべ, 授業をより具体
的に把握しよう としていくので, 授業を進めていく拠り
所にできたと振り返っている。 作成以前に抱いていた教
師の学習指導案に対する考えに変容が見られた。
すなわち, 教師はビジュアル化指導案の有効性を捉え, 
指導案を拠り所に授業を進めることの手応えを感じ, 指
導案に対する意識の変容をしっかり と自覚していたと考
えられる。 他教科や他単元に広げることや他校に広げ
いことに言及している点も,その証左といえる。 
た
しかしながら, その作成には, パソコ ン入力のスキル
とともに時間が必要であることも明らかであり, 今後の
課題といえる。 
カテ ゴ
リー
今まで
の意識
特徴
音義一、
表3 
慣れによる克服
視覚的なよさ
具体的記述のよさ
主張点と指導計画の往還
視覚情報のよさ
吹き出しのよさ
発問と子どもの反応の練り上げ
タイムライ ンの流れに似た親しみやすさ
板書計画の見やすさ
ICT活用によるマイナス面
具体的に文字にすることによるよさ
子どもの動きを表すことの因難さ
子どもの動きを予想することの困難さ
作成時間に対する困難感の減少
パソコン操作の抵抗感の減少
板書計画の作成方法から見い出されたよさ
全時間分のビジュアル化から見い出したよ
参観者にとってのよさ
動きが可視化できるよさ
ビジュアル化導入の疑問
ICT機器操作の因難さ
ビジュアル化の意味付けの理解
学習環境案の重要性
練り上げることの重要性
吹き出しの内容の精選
子どもへの好影響
学習環境案を書く ことの重要性
子どもへの好影響
学習環境案の重要性
分かりやすさの要素
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逐語記録のカテゴリー化
概 念 教師
A 
B 
c 
D 
A 
R 
参観者からの好意的意見
継続の必要性 A 
指導案と実践案とのずれ
板書計画と授業の流れの往還
子どもの立場に立った学習環境
具体性への欠如の省察
評価
実践的指導案の展開
板書計画に対する手応え
授業者 ・ 参観者が意図を共有
主張点を表すことがもたらすこと
Fi 
目標のたて方の困難さ
文字量の多さからく る堅いイメージ
必要であるができなかった課題
対応させた吹き出しのよさの発見
良さの広がりへの期待
有効性に対する思い
ビジュアル化の要素と成果
全時間分の書く ことのよさ
D 
意欲
省察からの今後の展望
他教科への広がり
できることになる自信
A 
B 
他教科の取 り 組み
今後の他単元 ・ 他教科の取り組みへの思い
c 
D 
さ
c 
D 
A 
B 
c 
書きやすさの提えの変化
授業構成に対する意識の変化
学習環境の自身の気付き
導入時の躊1睹
今までの授業の省察
振り返り 授業者の主張の練り直し
本時案作成についての省察
自分にとってのよさ
思考の場と しての指導案の提え
導入時の躊躇
ビジュアル化の分かりやすさの把握
A 
B 
成長
指導案読み取り の比較
達成感からの自信
洗練したことによる学び
子どもへの提示の重要性の認識
実践後の手応え
授業に対する意識の変化* 5
教材研究の自身の変化 * 5
学習環境の重要性の把握と効果的な実践への挑戦
子どもの時間把握の重要性の認識
A 
指導案作りの確信 Fi 
言主) 
洗練したことによる学び c 
ラーニングスケッチに関しては, 2014年度神戸市立北
T 
効
夫
果
指導案は授業者にとってのものという確信
考えを整理するためのものという確信
記述内容吟味の重要性
学習環境案を書く ことの重要性
時系列の板書の掲載の価値
ICT活用による今後の展望への期符
ICT活用による技術的な間題のマイナス面
子どもの動き を表す今後の展望
時間短縮への提案
パソコン操作の困難感の理由
複線型授業の指導案の疑問
他の指導案のよさの取り入れの提案
今後の展望への期待
タブレッ トPC活用による今後の展望への期待
ICT活用による時間的な問題のマイナス面
レイアウトの提案
修正時の困難さ
受業構成に対する意識の変化
参観者の具体的イメージの理解
取組時の意識の共有
教師の意図の提示
授業の省察時の確実性
指導案作成による授業イメージの形成
ビジュアル化指導案の授業者の効果
ビジュアル化指導案がアイデア想起のきっかけ
具体的記述のよさ
参観者と意図を共有
慣れによるスキルの上達
具体的記述による自身の思い
D 
c 
I) 
A 
B 
須磨小学校 (神戸市パイロットスクール事業) での取り
組みを始めとし, 2015年度兵庫教育大学附属小学校 「実
践交流会」 (2015.7) やネットひよう ご ( 日本生活科 ・ 
総合的 な学習教育学会兵庫県支部 ) 夏期研修会
(2015.8) などで研修を深めてきている。 また, 2015年
度の課題研究 「ESD からGAP を志向する生活科 ・ 総合
的学習の指導力向上をめざして~ 動的学びを支援する授
業デザイ ン ・ ツール: ラーニ ングスケ ッチを考える~ 」
( 日本生活科 ・ 総合的な学習教育学会) と しても取り上
げてきている。 また, 以下の発表も行ってきている。
溝邊和成 (2016) 動的学びを支援する活動可視化型学
習指導案 「ラーニングスケッチ」 の進化, 第25回日本生
活科 ・ 総合的学習教育学会全国大会発表要旨集, p 237
森川茂樹 ・ 溝邊和成 ・ 田中吾子(2016) 子どもと教師
が主体的に気付きにせまる授業の工夫~ 「ラーニングス
ケッチ」 の活用~ , 第25回日本生活科 ・ 総合的学習教育
学会全国大会発表要旨集、 p 238 
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などして、重さについての量感を身につける。 きが変わり、てこがつり合うときにはそれらの間に規E則性が 
0 てこ実験器を使って、左右のおもりの位置を変えながあることを理解している。国 ②(ペーパーテスト等) 
ら、つり合うときの能見つける。 一 一 今日は、左のつでにおもりを_ か所つるしま 6 a ん。 - 2'0 ・ 
i ' 0 0二t he ◇ 考察の際、ノートに書きながら説明したり、てこ実験器を 
用いながら説明したりしてもよいことを伝える。全体で話し 
「x」 や 「= 」 を図に書き込んで、 合うまでに自分なりの考察を整理しておくよう伝える。 
傾けるはたらきを数式で表現している様了 ◇ 果板に紹介されていない実験;結果があれば、黒板に書いて 
2ヵ所それそれの 「働き」 を足すことで、 他のペアに自分の考えを伝えるよう指示する。 
この場面を説明できる。左の 「うでを傾け 
' ◆ てこ実!験器のつり合う様子を見て、左右のうでを傾ける働 a る働き」 は20X 6十10X 4 = 160だ。 ぺ だ 説明 きについてノートに表現、もしくアの友 ちに目 して 
◎ 「うでを傾ける働き」 を足すことで、つり合う様子をいる。 思・表②(記述分析・発言分析・行動記録) 
、 今から、左右のうでにおもりを何か所つる 0 つり合つときの美則性を活用し、いろいろなつり合つ 
日 _、 してもよいです。 まず、左のうでにつるす場面を見つけ、左右のつでを傾ける働きについて説明す 
おもりの場所と位置を決めてから、一回のる。 
挑戦で、右のうでにおもりをつるしてつり 一 。 -, よし!一回で成功させよう。 そのために 
: . :: _ 合わせましよつ。 こ一L, は、 まず傾ける働きを計算しよう。 
◇ 見い出した美則性を白分なりに系内得するまで、実験できる 
0 つり合う場面で、つるしたおもりの代わりに手で押す場を設定する。授業時間外でも検証でき 
などして、重さについての量感を身につける。 るようにてこ実験器をn0 輪軸実験器と出合つ。 ◇ てこと同じ原理である輸軸について
紹 r る。 
f なく円盤になっている。 てこで見つけたつ を しておく。 
、 り合うときのきまりが輪軸でも言えそう。 
輪軸がつり合うとき、 どのようなきまりがあるのだろうか 
0 輸軸実験器を使って、左右のおもりの位置を変えなが ◇ 予め、全体で話し合うまでに繰り返し実験し、考察させる。 
ら、つり合うときの規E則性を見つける。 
資料 2 本時の目標と主張点
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5 . 本時の学習 (第 6 学年 「てこのはたらき」 第11 / 13時)
( 1 ) 目 標
様々な道具の仕組みを理解し力の関係を定量的に推論すること を通して、 道具についてより豊かな見方や考え方をするこ
とができる。
( 2 ) 本時の主張点
道具の 「説明書」 の作成や実演(テレビシ ヨツピング型発表) を行いながら、 道具の仕組みを可視化して交流することで、
得られた知識の共有化を図る。 
資料 3 板書例
① 「説明書」 作成時 (「説明書」の作成の場所と板書を対応させる。) 
②交流後
(道具の写真を 「てこ」「輪軸」「手の力を大きくする」 「手の力を小さ くする」の 4 つの観点で子どもたちが整理するc 
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資料 4 :学習環境案の例
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各班の机上l … 道具(実物もしくはレプリ カ) 、 作成中の「説明書」、タブレッ トPC 
